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７
月
２
日
投
票　

兵
庫
県
知
事
選
挙

中
小
業
者
を
軸
に
し
た
地
域
経
済
再
生
を

六
月
は
水
無
月
。
水
無
い

は
悲
し
い
が
、
本
意
は
田

に
水
を
導
い
て
田
植
え

を
！
意
ら
し
い
▼
名
称
と

内
容
が
相
反
す
る
例
は
多

い
。
１９
世
紀
末
、
米
で
創

業
の
ウ
エ
ス
テ
ィ
ン
グ
ハ

ウ
ス
社
。
西
海
の
果
て
の

家
々
に
幸
せ
を
！
の
意
ら

し
い
。
処
が
１
９
３
７
年

に
は
原
爆
を
創
成
し
、
４５

年
８
月
に
は
広
島
を
、
続

い
て
長
崎
を
襲
う
こ
と

に
。
電
化
製
品
で
幸
せ
ど

こ
ろ
か
真
逆
▼
あ
ま
り
の

無
惨
さ
に
怖
れ
を
為
し
、

責
を
問
わ
れ
る
と
、
米
は

こ
の
会
社
を
英
に
売
り
渡

し
、

更

に
９７

年

に

は

事

も
あ
ろ
う
に
、
日
本
の
東

芝
に
責
を
負
わ
せ
よ
う
と

し
た
▼
一
方
、
８６
年
に
は

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
、
原

子
核
分
製
の
連
鎖
反
応
を

制
御
し
な
が
ら
爆
発
さ
せ

て
発
電
す
る
技
法
が
現
実

化
さ
れ
、
大
事
故
発
生
に

繋
が
っ
た
▼
東
芝
を
中
心

に
大
企
業
は
、
甘
言
を
ふ

り
ま
き
各
地
で
原
子
力
発

電
所
を
建
設
。
私
の
御
里

な
ど
町
村
合
併
の
せ
い
で

は
あ
る
が
、
県
庁
所
在
地

な
が
ら
原
発
を
設
置
す
る

事
に
▼
６
年
前
の
東
北
地

方
の
地
震
・
津
波
で
原
発

が
破
壊
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

の
連
鎖
で
東
芝
は
倒
産
の

危
機
に
▼
言
葉
は
怖
ろ
し

い
。
忖
度
も
「
森
友
」
の

話
か
ら
起
こ
っ
た
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　

 

（
Ｉ
）

　

６
月
１５
日
告
示
、
７
月

２
日
投
開
票
の
兵
庫
県
知

事
選
挙
が
目
前
で
す
。
兵

商
連
も
加
入
す
る
「
憲
法

が
輝
く
兵
庫
県
政
を
つ
く

る
会
」
は
、
津
川
と
も
ひ

さ
代
表
幹
事
を
先
頭
に
、

「
平
和
・
く
ら
し
・
原
発
ゼ
ロ
」

に
こ
だ
わ
り
、「
人
と
地
域

を
守
る
県
政
」
の
実
現
へ

奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
兵
商

連
は
５
月
１４
日
、
第
６５
回

定
期
総
会
を
開
き
、
代
議

員
・
評
議
員
２
０
４
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

磯
谷
吉
夫
会
長
は
、「
戦

争
す
る
国
づ
く
り
へ
暴
走

す
る
安
倍
政
権
に
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
、
組
織
を

大
き
く
し
よ
う
。
共
同
の

運
動
を
広
げ
、
安
倍
政
権

を
退
陣
に
追
い
込
も
う
」

と
、
主
催
者
あ
い
さ
つ
。

　

兵
庫
県
労
働
組
合
総
連

合
の
門
泰
之
副
議
長
、

日
本
共
産
党
の
堀
内
照

文
衆
議
院
議
員
、
憲
法

県
政
の
会
の
津
川
と
も

ひ
さ
代
表
幹
事
が
連
帯

あ
い
さ
つ
。

　

津
川
氏
か
ら
、
「
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
の
創
設
が
で
き
ま
し

た
。
使
い
勝
手
の
い
い

融
資
制
度
は
も
う
少
し

待
っ
て
下
さ
い
と
、
来

年
の
総
会
で
は
、
県
知
事

と
し
て
あ
い
さ
つ
で
き

る
よ
う
、
が
ん
ば
り
ま
す
」

と
の
訴
え
が
あ
り
、
大
き

な
拍
手
が
。
「
加
入
団
体

が
連
帯
し
て
た
た
か
お

う
」
と
、
手
を
取
り
合
い

ま
し
た
。（
写
真
上
）

　

総
会
は
、
午
後
か
ら
の

分
散
会
で
、
総
会
方
針
案

を
豊
か
に
深
め
、
活
動
報

告
・
運
動
方
針
、
決
算
・

予
算
を
満
場
一
致
で
採

択
。
方
針
実
践
の
先
頭
に

立
つ
新
役
員
を
選
出
し
ま

し
た
。

●中小企業振興条例を活用

し、中小業者を中心とした地

域経済活性化を。

●地域の良さを大切に。

地産地消、地域循環型経済

社会で地域を元気に。

●兵庫県住宅・店舗リフォー

ム助成制度の創設を。

●県制度融資の保証料補助、

利子補給の創設を。

●大型公共事業中止、税金

のムダづかいをあらため、消

費税にたよらない、社会保障

の充実を。

●国保の県費補助を増やし

国保料（税）の一人あたり

１万円の値下げを。

●阪神・淡路大震災時の中

小企業向け「緊急災害復旧資

金」融資の代位弁済も含め

た実態、を調査し、返済免

除などの公的措置の実現を。

兵庫県知事選挙
中小業者の願い

 

運
動
の
先
頭
に
立
つ
、

各
民
商
の
会
長
か
ら
、
知

事
選
挙
勝
利
に
む
け
て
の

決
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
紹
介
し
ま
す
。

兵
商
連　

磯
谷
吉
夫

　

「
小
規
模
企
業
振
興
基

本
法
」
や
「
兵
庫
県
中
小

企
業
振
興
条
例
」
で
も
中

小
業
者
を
国
の
経
済
や
地

域
経
済
を
支
え
る
担
い
手

と
し
て
位
置
づ
け
な
が

ら
、
安
倍
政
権
に
も
兵
庫

県
政
に
も
中
小
業
者
の
支

援
策
は
目
に
見
え
て
い
ま

せ
ん
。
「
住
宅
・
店
舗
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
」
や

兵
庫
県
独
自
の
中
小
企
業

支
援
策
を
掲
げ
る
、
津
川

と
も
ひ
さ
県
知
事
の
誕
生

を
大
い
に
期
待
し
ま
す
。

　

奮
闘
し
ま
し
ょ
う
。

神
戸
西
民
商　

古
本
賢
司

　

中
小
零
細
業
者
は
苦
し

ん
で
い
ま
す
。
即
効
性
の

あ
る
政
策
の
実
行
を
願
い

ま
す
。
平
和
憲
法
遵

守
を
基
本
と
し
、
非

核
神
戸
方
式
と
共
に

兵

庫

県

か

ら
「

平

和
」
を
広
げ
ま
し
ょ

う
。

税

金

の

集

め

方
・
使
い
道
を
改
め

さ
せ
、
県
民
の
血
税

を
大
切
に
す
る
県
政

に
変
え
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
政
務
活
動
費

の
有
り
方
も
議
論
し

て
欲
し
い
で
す
。

垂
水
民
商　

大
谷
恭
三

　

私
た
ち
の
未
来
が
、
苦

難
と
絶
望
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
憲
法
ど
う
り

の
明
る
く
豊
か
な
県
政
実

現
を
津
川
知
事
誕
生
で
。

兵
庫
民
商　

村
上
健
次

　

中
小
業
者
の
生
き
る
道

は
政
治
を
変
え
る
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
に
津
川
と

も
ひ
さ
知
事
を
誕
生
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

灘
民
商　

大
森
延
幸

　

ま
ず
家
族
で
政
治
・
情

勢
の
話
を
し
よ
う
！
職
場

や
仲
間
と
、
く
ら
し
・
県

政
の
話
を
し
よ
う
！

　

我
々
庶
民
は
不
公
平
な

税
制
に
よ
る
商
売
や
く
ら

し
の
き
び
し
さ
を
語
ろ
う
。

　

知
事
選
挙
は
「
政
治
に

参
加
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
」

と
広
く
皆
に
呼
び
か
け
よ

う
。

は
り
ま
中
央
民
商　

　

山
本
成
三

　

地

域

経

済

を

支

援
、
活
力
あ
ふ
れ
る

兵
庫
県
政
を
つ
く
る

た
め
、
は
り
ま
中
央

民
商
は
会
員
一
同
一

丸
と
な
っ
て
活
動
し

ま

す
。

勝

利

し

よ

う
！

加
古
川
・
加
古
民
商

　

宮
内
雅
彦

　

財
界
と
国
い
い
な

り
の
冷
た
い
県
政
を
、
兵

庫
県
民
を
大
切
に
す
る
県

政
へ
。

　

み
ん
な
が
力
を
合
わ
せ
、

津
川
さ
ん
を
県
知
事
に
。

　

県
民
の
幸
せ
の
た
め
に
。

三
田
民
商　

林
正
之

　

地
域
経
済
の
活
性
化
、

循
環
型
経
済
社
会
の
推
進

を
訴
え
る
津
川
と
も
ひ
さ

知
事
誕
生
で
、
元
気
な
日

本
を
兵
庫
か
ら
取
り
戻
す

チ
ャ
ン
ス
到
来
！

尼
崎
民
商　

土
谷
洋
男

　

津
川
さ
ん
の
勝
利
で
県

政
を
変
え
ま
し
ょ
う
。
中

小
業
者
や
県
民
の
立
場
で

気
持
ち
の
わ
か
る
知
事
を

誕
生
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

人
と
地
域
を
守
る
県
政
の
実
現
を

兵
商
連
第
65
回
定
期
総
会

大
い
に
期
待
！

　
　

私
た
ち
が
変
え
よ
う

オレンジ宣伝 兵庫民商

事務所開き（６月１５日）
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兵
庫
民
商

（
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
）　

重
福 

博
通
さ
ん

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
で
心
と
身
体
も
元
気　

５
・
３
憲
法
集
会
に
参
加
し
て

灘
民
商　

堀 

征
代
さ
ん

　

母
親
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日
常

生
活
動
作
）
の
研
究
で
、

初
め
て
大
学
に
ボ
ク
サ
サ

イ
ズ
を
指
導
し
に
行
っ
た

時
に
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
楽
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
海

外
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
情
報

を
目
に
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
大
人
気
の
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
に
興
味

を
持
ち
、
海
外
か
ら
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
を
輸
入
。
体
験

し
て
み
る
と
楽
し
い
し
、

身
体
の
負
荷
も
い
い
ぐ
ら

い
。
「
こ
れ
を
広
め
よ
う
」

と
思
い
ま
し
た
。

　

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の
特
長

は
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と

有
酸
素
運
動
が
同
時
に
出

来
る
こ
と
。
膝
や
腰
の
負

担
が
床
の
上
の
運
動
の
３

分
の
１
に
軽
減
す
る
こ
と

が
で
き
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
に

比
べ
１
・
７
倍
の
運
動
効

率
が
あ
り
ま
す
。

　

週
に
１
回
４
ヵ
月
を
め

ど
に
し
て
い
た
だ
く
と
、

心
肺
機
能
や
基
礎

代
謝
や
骨
密
度
な

ど
体
質
が
変
わ
り

生
活
習
慣
病
予
防

に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

　

「
楽
し
く
な
い

と
続
か
な
い
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
今
年
１
月

か
ら
神
戸
芸
術
セ
ン
タ
ー

で
平
日
・
土
日
に
定
期
開

催
。
暗
闇
の
中
で
す
る
エ

ク
セ
サ
イ
ズ
は
月
４
回

ハ
ー
バ
ー
ス
タ
ジ
オ
で

レ
ッ
ス
ン
を
し
て
い
ま

す
。

　

こ
こ
に
来
な
い
と
味
わ

え
な
い
達
成
感
を
１
人
で

も
多
く
の
人
に
届
け
た
い

と
思
い
ま
す
。
お
気
軽
に

立
ち
寄
っ
て
下
さ
い
。

Universal 
Jumping

インターネットで

「ユニバーサルジャ

ンピング」を検索。

　

６
月
、
国
民
健
康
保
険

料
の
納
付
通
知
が
届
き
ま

す
。
「
払
え
る
額
だ
ろ
う

か
」
そ
ん
な
不
安
を
持
つ

国
保
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
料
滞
納
者
に
は
、

保
険
証
の
取
り
上
げ
、
財

産
調
査
や
差
押
な
ど
制
裁

行
政
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

国
保
料
の
減
免
、
病
院
窓

口
一
部
負
担
金
の
減
額
・

免
除
の
相
談
は
民
商
へ
。

　

５
月
１２
日
、
民
商
・
兵

商
連
は
、
「
風
営
法
学
習

会
」
を
開
き
、
４０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

同
日
、
兵
庫
県
警
へ
の

申
し
入
れ
に
参
加
し
た
神

戸
親
和
民
商
の
久
保
田
真

司
事
務
局
長
は
、
「
県
警

は
、
『
運
用
基
準
に
そ
っ
て

全
国
一
律
に
対
応
し
て
い

る
。
お
し
ぼ
り
を
渡
し
た

だ
け
で
す
ぐ
逮
捕
と
い
う

こ
と
で
な
く
、
全
体
の
流

れ
で
判
断
し
て
い
る
』
と
。

参
加
者
は
憲
法
で
保
障
さ

れ
て
い
る
表
現
の
自
由
、

営
業
の
自
由
、
基
本
的
人

権
を
侵
害
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
国
会
の
付
帯
決

議
を
守
っ
て
欲
し
い
と
要

請
し
た
」
と
、
報
告
が
。

　

神
戸
あ
じ
さ
い
法
律
事

務
所
の
坂
本
知
可
弁
護

士

を

講

師

に
、

風

営

法

の

目

的
、

成

り

立

ち
、
規
制
対
象
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。
坂
本
弁

護
士
は
、
「
風
営
法
は
、

ス

ナ

ッ

ク

営

業

に

も

適
用
さ
れ
う
る
。
『
接

待
』
の
範
囲
は
捜
査
機

関
が
判
断
し
、
恣
意
的

か
つ
過
度
な
取
締
り
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
接

待
の
範
囲
が
あ
い
ま
い

で
何
に
ど
の
よ
う
に
気
を

つ
け
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら

ず
萎
縮
が
生
ま
れ
る
。
営

業
の
自
由
に
対
し
て
不
当

な
制
約
に
な
り
、
客
離
れ

な
ど
、
生
業
へ
の
ダ
メ
ー

ジ
が
極
め
て
大
き
い
」
な

ど
、
問
題
点
を
指
摘
し
ま

し
た
。

　

尼
崎
、
姫
路
、
明
石
な

ど
、

各

地

で

警

察

が

回

り
、
任
意
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
確
認
書
に
署
名
・
捺

印
を
さ
せ
る
事
例
が
。
ま

た
、

三

宮

で

は

人

権

侵

害
、
商
売
つ
ぶ
し
の
逮
捕

事
例
が
起
こ
っ
て
い
ま

す
。

　

学
習
会
で
は
、
横
の
つ

な
が
り
を
持
ち
、
相
談
・

行
動
で
き
る
体
制
を
強

め
よ
う
。
署
名
を
集
め
、

バ
ー
・
ス
ナ
ッ
ク
な
ど
、

酒
類
提
供
飲
食
店
を
風
営

法
の
「
接
待
飲
食
店
営
業
」

の
対
象
か
ら
は
ず
す
こ

と
、
警
察
の
解
釈
運
用
基

準
を
改
め
、
談
笑
・
お
酌
・

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
を
風
俗
営

業
の
「
接
待
」
か
ら
外
す

よ
う
、
運
動
を
広
げ
よ
う

と
、
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

５
月
１１
日
、
兵
商
連
も

加
入
す
る
阪
神
淡
路
大
震

災
・
救
援
復
興
兵
庫
県
民

会
議
は
、
借
り
上
げ
住
宅

追
い
出
し
問
題
な
ど
、
２２

年
経
っ
て
も
被
災
者
を
苦

し
め
て
い
る
問
題
で
、
政

府
に
要
請
し
ま
し
た
。

　

９５
歳
の
Ａ
さ
ん
は
、
震

災

後
、

取

引

先

が

倒

産

し
、
多
額
の
債
務
は
信
用

保
証
協
会
の
代
位
弁
済
に

な
っ
て
い
ま
す
。
妻
が
介

護
２
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

家
の
売
却
を
信
用
保
証
協

会
か
ら
迫
ら
れ
、
困
っ
て

い
ま
し
た
。
兵
商
連
か
ら

は
、

中

小

企

業

庁

の

担

当
者
に
こ
の
事
例
も
伝

え
、
「
代
位
弁
済
に
『
震

災
』
と
い
う
色
は
つ
い
て

い
な
い
。
震
災
で
の
代
位

弁
済
は
柔
軟
な
対
応
を
。

震
災
か
ら
２２
年
た
っ
て
借

入
が
残
っ
て
い
る
方
も
代

位
弁
済
さ
れ
て
い
る
方
も

大
変
な
状
況
。
実
態
を
調

査
し
、
免
除
の
方
向
を
国

が
出
し
て
欲
し
い
」
と
、

要
請
。
中
小
企
業
庁
か
ら

は
、
「
今
、
信
用
保
証
制

度
の
改
正
で
も
審
議
し
て

い
る
と
こ
ろ
。
調
査
し
、

対
応
し
た
い
」
と
。

　

ま
た
、
こ
の
行
動
と
連

携
し
、
５
月
１６
日
に
は
兵

庫
県
議
会
で
は
喜
田
ゆ
い

県
会
議
員
が
こ
の
問
題
を

委
員
会
で
と
り
あ
げ
、
１７

日
に
は
、
衆
議
院
経
済
産

業
委
員
会
で
真
島
省
三
衆

議
院
議
員
が
質
問
し
、
大

臣
に
迫
り
ま
し
た
。

災
害
復
旧
資
金
融
資
返
済
猶
予
を

風
営
法
の
取
り
締
ま
り
か
ら

商
売
守
ろ
う

風
営
法
学
習
会

 

本
当
に
異
常
で
す
。
自

公
維
に
よ
る
共
謀
罪
法
案

の
強
行
採
決
。
全
く
国
民

を
無
視
し
た
暴
挙
で
す
。

安
倍
政
権
の
暴
走
を
ス

ト
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
、
政

治
を
変
え
ま
し
ょ
う
。

 

ま
ず
は
、
目
前
の
知
事

選
挙
で
の
勝
利
で
す
。
が

ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
（
Ｎ
）

　

５
月
１９
日
、
新
入
会
員
歓

迎
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
新
入
会
員
は

３
人
で
し
た
が
、
め
ず
ら
し

い
職
種
の
方
が
ご
夫
婦
で
、

電
気
工
事
関
係
の
方
も
参
加

さ
れ
、

わ
き
あ
い
あ
い
と
、

話
が
は
ず
み
ま
し
た
。

　

共
謀
罪
法
案
廃
止
へ
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
観
て
、
民
商
の
成
り

立
ち
、
歴
史
や
理
念
、
切
り

開
い
て
き
た
要
求
運
動
な
ど

を
話
し
合
い
、
意
見
交
流
。

　

そ
の
後
、
会
員
の
店
に
移

動
し
、
お
互
い
の
商
売
な
ど
、

食
事
を
し
な
が
ら
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
方
か
ら
は
、
「
民

商
に
入
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
と

思
え
る
ほ
ど
、
色
々
勉
強
し

た
い
な
ぁ
」
「
記
帳
の
こ
と
も

学
び
た
い
」
「
婦
人
部
の
パ
ソ

コ
ン
教
室
に
も
参
加
し
た
い
」

と
意
欲
ま
ん
ま
ん
で
し
た
。

　

役
員
・
事
務
局
も
元
気
を

も
ら
い
、
も
っ
と
民
商
を
大

き
く
し
よ
う
と
決
意
し
た
歓

迎
会
で
し
た
。

新入会員 歓迎学習会
【須磨民商】

　

５
月
３
日
、
神
戸
芸
術

劇
場
で
お
こ
な
わ
れ
た
憲

法
集
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
会
場
い
っ
ぱ
い
で
、

熱
気
に
あ
ふ
れ
た
集
会

で
、
驚
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
羽
柴
治
弁
護
士

か
ら
開
会
の
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
そ
の
後
、
明
日
の

自
由
を
守
る
若
手
弁
護
士

の
会
の
皆
さ
ん
が
演
じ

た
、
「
共
謀
罪
」
法
案
の

寸
劇
を
観
て
、
今
の
警
察

が
特
攻
警
察
に
な
る
。
自

由
に
考
え
、
話
し
、
そ
し

て
会
話
が
で
き
な
い
、
相

談
で
き
な
く
な
る
世
の
中

に
な
る
。
「
絶
対
に
法
案

は
採
決
さ
せ
て
は
い
け
な

い
」
「
許

せ

な

い
」

と
、

感
じ
ま
し
た
。

　

講
演
は
、
沖
縄
社
会
大

衆
党
の
委
員
長
、
参
議
院

議
員
の
糸
数
慶
子
さ
ん
。

糸
数
さ
ん
は
、
沖
縄
戦
を

語
り
、
沖
縄
占
領
時
を
語

り
、
返
還
か
ら
現
在
の
沖

縄
を
自
ら
の
人
生
と
重
ね

合
わ
せ
、
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
生
き
る
体
験
を
通

じ
、―

沖
縄
・
平
和
・
憲

法
、

そ

し

て

私

た

ち

の

未
来―

を
話
し
て
い
た
だ

き
、
「
戦
争
は
さ
せ
な
い
、

９
条
壊
す
な
」
の
闘
志
と

感
動
を
私
に
与
え
て
く
れ

ま
し
た
。

　

今
、
沖
縄
で
は
、
辺
野

古
新
基
地
建
設
の
強
行
、

東
村
高
江
の
ヘ
リ
パ
ッ
ト

建
設
な
ど
、
翁
長
知
事
、

県
民
の
願
い
を
踏
み
に
じ

る
暴
挙
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

全
国
は
ひ
と
つ
の
思
い

で
、
私
た
ち
も
支
援
し
て

い
き
た
い
と
、
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。


